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地開発計画

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

横江遺跡

─ 弥生時代 ─ 弥生土器

集落 古墳時代 溝・土坑 土師器・須恵器

─
奈良時代

～
平安時代前期

─ 土師器・須恵器

集落
平安時代末

～
鎌倉時代

掘立柱建物・
溝・河川  　

土師器・須恵器・緑釉
陶器・灰釉陶器・黒色
土器・国産陶器・輸入
磁器

要　　約

　古墳時代を通して用排水路としての機能が維持されたと考えられる複数の溝群や土坑等の遺構を
検出した。また、平安時代末から鎌倉時代にかけての掘立柱建物や遺物を多量に包含する河川等を
検出した。また、これらの遺構に伴って土師器や須恵器、緑釉陶器、灰釉陶器、黒色土器、国産陶
器、輸入磁器などの遺物が出土した。とりわけ遺物が多量に出土した平安時代末から鎌倉時代の河
川は、調査地北東部で南北に分岐するものと考えられ、未調査地であるその内部に集落が展開して
いくことが想定される。
　また、今回の調査地点は、過去に広範囲にわたる調査が実施された地点の南東隣接地に位置する。
過去の調査成果では、鎌倉時代から室町時代を中心時期とする中世集落が良好な状況でみつかって
おり、近江における中世集落を考える上での指標遺跡として知られている。今回の調査成果や周辺
での成果を踏まえて考えることで、集落域の広がりや時期的な変遷、さらには遺跡のより具体的な
様相が明らかとなっていく成果が得られた。
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